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受注者用（Ｒ８．４．１一部改正）
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　・　予定価格事後公表

　

　・　設計内訳は契約締結後に公開

　設計内訳公開タイプの試行

　　「設計金額の誤謬による落札者誤りの未然防止」効果を検証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効果を検証

契約締結後に設計金額の誤謬が
判明する場合あり

　・　透明性の確保

　・　公正な競争の促進

　・　不正行為排除の徹底

　・　ダンピング受注の防止

　・　適正な施工の確保　

入札の適正化の基本事項（入契法） 現行の入札制度（入契法適正化指針）

交通基盤部業務改善

タスクフォース
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試行対象工事の例

交通基盤部各出先機関で試行

低入札調査基準（最低制限）価格付近の
応札が多い傾向の工種の案件

　対象外

　　・建設関連業務委託等（建設工事以外）

　　・建築一式工事　

積算が複雑な案件

試行期間（当面の間、継続的に実施）

対象発注機関で選定

土木事務所において年20件以上、港湾事務所において年５件以上

（試行に適した案件がない場合はこの限りでない）

過去に質問が多かった
案件と近似の案件
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開札

予定価格

低入札調査基準（最低制限）価格

工事費設計積算内訳書（公表用設計書）

予定価格以下

低入札調査基準価格未満 最低制限価格未満

以下の応札者有りの場合

開札後速やか（原則開札日）に応札者に公開
ＰＰＩ

入札予定／公告
で公表
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設計金額等の

算定に関する内容

予定価格

低入札調査基準（最低制限）価格

工事費設計積算内訳書（公表用設計書）

質問受付
(当該入札参加者のみ）

発注機関から回答

ＰＰＩで公開 公開日の翌日から２日間

（土日等除く）

質問提出期限の翌日から
３日以内（土日等除く）

ＰＰＩ
入札予定／公告
で公表
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設計金額等の算定に関する内容の質問

入札中止

応札者に設計内訳を公開

　設計金額の誤謬有り

設計金額の誤謬を正すことにより
落札候補者、失格者、低入札調査対象者等が変更となる場合

設計内容や入札手続に誤謬があり、入札執行に支障がある場合
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　設計内訳公開後は、

再度（第２回）入札、不落随契への移行はできません。
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追加 「（2）工事費設計積算内訳書」

共通事項は変更なし
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